
 

 

高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画 

 

資 料 編 

 

１ 令和４年度高森町高齢者・介護に関する実態調査等  

≪調査結果概要≫ 

  

２ 高森町介護保険事業の統計 

 

３ 介護給付費と地域支援事業費の負担割合 

 

４ 高森町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定経過 
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高齢者生活・介護に関する実態調査等 
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Ⅰ 調査の目的・概要 

1 調査目的 

高森町内高齢者の生活実態や介護サービスの利用に対する意向に関する調査を実施し、次期介護保険事業 

（支援）計画策定等に向けた基礎資料とする。 

2 調査期間 

令和 4 年 11 月～令和 4 年 12 月 

3 調査内容、対象者、回収状況 

内 容 対      象 調査実施数 
有効回答数 

（回答率） 

高齢者の生

活・介護に関

する実態調査 

【元気高齢者】 

要介護・要支援認定を受けていない高齢者

のうち、保険者が性別・年齢を考慮して抽

出したもの 

400 名 
292 名 

（73.0％） 

【認定者】 

居宅の要介護・要支援の認定を受けている

被保険者及びその介護者 

400 名 
259 名 

（64.8％） 

 

4 報告書の見方 

○回答率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出し、小数点以下第 2 位を四捨五入している。したがっ

て、比率の数値の合計が 100.0％ちょうどにならない場合がある。 

○回答の比率は、その設問の回答者数を基数として算出した。したがって、複数回答可の説問はすべての比率を 

合計すると 100.0％を超えることがある。 

  



Ⅱ 高齢者の生活・介護に関する実態調査 

１ 回答者の年齢 

・元気高齢者は 74 歳以下の前期高齢者が約半数となっているのに対し、認定者は 75 歳以上の後期高齢者が約 9

割となっている。 

 

２ 回答者の要介護度【認定者のみ】 

・「要支援」が 2.5 割越いる。また「要介護 1～2」を足して 50％と比較的に介護度が軽度の方が多い。 

 

３ 家族構成 

・元気高齢者は、夫婦 2 人暮らしが最も多く、認定者は「息子・娘との 2 世帯」が最も多くなっている。 

65～69歳            

17.8

3.1

70～74歳            

27.7

3.9

75～79歳            

21.2

12

80～84歳            

17.8

20.5

85歳以上            

12.7

27

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

元気高齢者（292）

認定者（259）

総合事業

対象者      

0

要支援１            

15.1

要支援２            

12.4

要介護１            

33.2

要介護２            

17

要介護３            

7.7

要介護４            

9.7

要介護５            

5

無回答            

0.4

00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

認定者（259）

一人暮らし

7.9

13.9

夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）

35.6

18.9

夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）        

4.1

3.1

息子・息子

との２世帯  

35.3

49.8

その他        

13.7

12.7

無回答            

3.4

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

元気高齢者（292）

認定者（259）



４ 経済的にみた生活の状況 

・元気高齢者、認定者ともに「ふつう」が最も多いが、『苦しい』（大変苦しい+やや苦しい）が『ゆとりがある』

（大変ゆとりがある+ややゆとりがある）を上回っている。 

 

５ 介護の状況 

（１） 日常生活上の介護の必要性 

・元気高齢者は「必要だが、受けていない」という方が 1 割弱いる。認定者は「現在、介護を受けている」が約

8 割となっているとともに、必要だが受けていない方が 1 割を超えている。 

 

（２） 主な介護者の続柄 

・元気高齢者と認定者は配偶者（夫・妻）ともに 3 割を超え最も多くなっている。 

 

 

大変苦しい          

5.8

8.9

やや苦しい          

17.8

21.2

ふつう              

67.8

63.3

ややゆとりがある    

6.2

4.2

大変ゆとりがある    

1

1.5

無回答            

1.4

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

元気高齢者（292）

認定者（259）

介護・介助は

必要ない 

85.6

6.2

必要だが、

受けていない            

7.9

10.4

現在、介助を

受けている

2.7

79.5

無回答            

3.8

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

元気高齢者（292）

認定者（259）

37.5

12.5

12.5

12.5

0

0

12.5

25

12.5

33.5

17.5

21.8

15

1

0

6.8

1

3.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40

配偶者（夫・妻）    

息子                

娘                  

子の配偶者          

孫                  

兄弟・姉妹          

介護サービスのヘルパー                  

その他              

無回答            

元気高齢者（280） 認定者（246）

（％） 



６ 急病の時などで手助けが必要な時に駆けつけてくれる親族（複数回答） 

・元気高齢者、認定者ともに「子」が最も多い。「近くに住む親族がいない」がともに 1 割を超えている。 

 

７ 近所の方とのつき合いの程度 

・元気高齢者、認定者ともに「あいさつ、立ち話をする程度の人がいる」が最も多い。認定者では「つき合いは

ない」が約 1.7 割となっている。 

 

  

49

8.2

39

16.8

13.4

3.1

56

19.3

22

17

11.2

3.5

0 10 20 30 40 50 60

子                  

孫                  

兄弟・姉妹          

その他の親族        

近くに住む親族はいない                  

無回答            

元気高齢者（280） 認定者（246）

常に自宅に様子を見に

きてくれる（電話を

くれる）人がいる      

8.9

12.7

お互いに訪問

し合う人がいる              

13.4

5.8

困った時に気軽に

頼める人がいる          

26

23.6

あいさつ、立ち話を

する程度の人がいる    

44.9

38.6

つき合いはない      

5.5

17.4

無回答            

1.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

元気高齢者（292）

認定者（259）

（％） 



主に元気高齢者の意識調査 

８ 年１回以上の健康診断の受診の有無【元気高齢者のみ】 

・約 7 割の方が、年１回以上の健康診断を受診している。 

 

９ 介護予防への取り組み状況【元気高齢者のみ】 

・「意識して取り組んでいる」が最も多いが、「興味・関心がない」が 1 割を超えている。 

 

１０ 今後参加してみたい介護予防事業（複数回答）【元気高齢者のみ】 

・「運動機能向上のための教室」が 3 割を超えているが、「参加してみたいことは特にない」が最も多い。 

 

はい

70.2

いいえ

26.7

無回答

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

元気高齢者（292）

意識して

取り組んで

いる

26.7

体力が

落ちてきたら

 取り組みたい

9.9

もう少し歳を

とってから

取り組みたい

10.3

きっかけが

あれば

取り組みたい

16.1

興味はあるが、

具体的な取り組み

方がわからない                

17.1

その他              

1

興味・関心は

特にない 

12.7

無回答            

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

元気高齢者（292）

36.6

17.5

6.2

14.7

22.9

4.1

1.4

42.5

4.5

0 10 20 30 40 50

運動機能向上のための教室（ストレッチ運動、筋力向上トレーニングなど）

栄養バランスよく、おいしく食べるための教室や調理実習        

お茶や汁物でむせることを防ぐための口の中の清潔保持や顔・口まわりの運動

家の中に閉じこもらないために、公民館等に集まってのゲームや会食

認知症になることを予防するために、趣味活動やゲームなどを行う教室

うつ状態になることを予防するための教室や保健師などによるご自宅への訪問ケア

その他              

参加してみたいことは特にない            

無回答            

（％） 



１１ 地域の会やグループへの参加頻度【元気高齢者のみ】 

・各活動で「参加していない」が占める割合が多い。年数回以上参加している方（週１回以上参加＋月１～年数

回参加）は③、⑦が多く３割を超えている。 

 

１２ 社会参加活動や仕事への参加頻度【元気高齢者のみ】 

・すべての活動で「参加していない」が最も多く、無回答と合わせると①、②、③で 9 割を超えている。 

 

3.6
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6.562.7 63.7 62.3
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40.1
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10%

20%
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40%

50%
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70%
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週1回以上参加         月１～年数回参加          していない          無回答            



１３ 参加したい・参加できると思う活動（複数回答）【元気高齢者のみ】 

・「趣味、娯楽活動」が 2 割を超えており、次いで「スポーツやレクリエーション活動」「働くこと」「学習や教

養を高めるための活動」が 1 割を超えている。「特にない」が最も多く、無回答と合わせると 4 割を超える。 

 

１４ 日常生活上の支援が必要になったとき、地域の人にしてほしい支援（複数回答） 

・元気高齢者は「外出の際の移動手段」が最も多く、次いで「買い物」が多い。認定者は「急病など緊急時の手

助け」が最も多く、次いで「災害時の手助け」が多い。

 

 

14

13

15.8

23.3

6.2

7.2

9.9

6.5

9.9

3.1

1

33.2

13.7

0 5 10 15 20 25 30 35

働くこと            

学習や教養を高めるための活動            

スポーツやレクリエーション活動          

趣味、娯楽活動      

老人クラブ活動      

町内会、自治会活動  

地域のボランティア活動                  

サークル・自主グループによる活動        

自分の知識や技術を生かした活動          

若い世代との交流（学校訪問など）        

その他              

特にない            

無回答            

（％）
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元気高齢者（280） 認定者（246）

（％） 



１５ となり近所や地域の人にできる支援（複数回答）【元気高齢者のみ】 

・「外出の際の移動手段」「買い物」「ごみ出し」「災害時の手助け」「安否確認等の定期的な声掛け・見守り」が

最も多くいずれも 3 割を超えている。次いで「急病など緊急時の手助け」が多い。 

 

１６ 今後の自宅での生活の継続に必要と感じる支援・サービス（複数回答） 

・元気高齢者、認定者ともに「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が最も多くなっている。 
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（％） 



１７ 現在の幸福度 

・元気高齢者は「9 点」が最も多く、認定者は「6 点」が多い 
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介護に関する意識調査 

１８ 介護が必要になった場合の生活について【元気高齢者のみ】 

・「今のところよくわからない」がもっとも多いが、次いで「自宅に住みながら介護保険サービスを利用」が 4

割以上を占めている。自宅での生活を望む人の介護サービスの利用意向を見ると「家族による介護を中心とし、

介護保険制度のサービスも利用したい」「介護保険制度のサービスを中心とし、併せて家族による介護も受けた

い」が 8 割弱いる。 

 

 

１９ 施設や高齢者向け住まいへの入所（入居）意向【認定者のみ】 

・「希望しない（可能な限り自宅で生活したい）」が半数以上を占め、「施設や高齢者向け住まいへの入所（入居）

を希望する人」と「わからない」は 1 割以上となっている。 

 

自宅に住みながら介護

保険サービスを利用

41.1

自宅以外の介護施設や高

齢者向けの住まいに入所

13.7

今のところ、よくわか

らない 

42.5

無回答            

2.7
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凡例

元気高齢者（292）

8.3

3.3

0

10

40.8

37.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

無回答            

家族だけに介護されたい

その他              

介護保険制度のサービスだけで介護を受けたい

介護保険制度のサービスを中心とし、併せて家族による介護も受け…

家族による介護を中心とし、介護保険制度のサービスも利用したい

（％）

希望する

14.3

希望しない（可能なか

ぎり自宅で生活した

い）                  

56

わからない 

17.4

無回答 

12.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

認定者（259）



２０ 施設や高齢者向け住まいへの入所（入居）を希望する理由（複数回答） 

【18 と 19 で施設や高齢者向け住まいへの入所（入居）を希望する方のみ】 

・認定者では「家族に迷惑をかけたくないから」が最も多く、次いで「家族は介護の時間が十分に取れないから」

「自宅では、緊急時の対応の面で不安だから」となっている。元気高齢者は、「家族に迷惑をかけたくない」が

突出して最も多くなっている。 

 

２１ 入所（入居）を希望する「施設」や「高齢者向けの住まい」の形態 

【元気高齢者は 18 で施設や高齢者向け住まいへの入所（入居）を希望する方のみ】 

・元気高齢者は「住み慣れた地域で介護が受けられる小規模な施設（小規模な特養など）」が突出して高くなっ

ている 
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家族に迷惑をかけたくないから            

自宅では、専門的な介護が受けられないから

家族は介護の時間が十分にとれないから    

自宅では、緊急時の対応の面で不安だから

在宅で介護保険サービスを利用より経済的だから

住宅の構造に問題があるから              

世間の目が気にならないから

家族がいないから    

その他              

無回答            

元気高齢者（280） 認定者（246）

73.3

13.3

10.8

25

18.3

16.7

0

23.3

6.2

9.3

30.1

6.6

1.5

3.1

18.1

25.1

0 20 40 60 80

住み慣れた地域で常時介護が受けられる小規模な個室の施設(小規模な特養など）

常時介護が受けられる大規模な個室の施設(ユニット型の特養、老健など)

必要に応じて介護を受けながら生活する小規模施設(グループホーム、ケアハウスなど)

大規模な施設で、個室に比べて利用料金が比較的低額な相部屋の多い従来型の特養など

希望に応じて食事や清掃などのサービスが提供される集合住宅（有料老人ホーム、サービス

付き高齢者向け住宅など）

その他              

特になし            

無回答            

元気高齢者（280） 認定者（246）

（％）

（％） 



２２ 自宅で暮らし続けるためにあれば良いと思う支援（複数回答）【認定者のみ】 

・「必要な時にショートステイ等が利用できること」が 6 割以上占めて最も多くなっている。次いで「自宅に医

師が訪問して診療してくれること」「通所サービスが必要な時に利用できること」、「介護してくれる家族がいる

こと」の順でともに 5 割、4 割を超えている。 

 

２３ 今後、介護や高齢者に必要な施策（複数回答） 

・認定者は、「短期入所などの一時的入所サービスの充実」が最も多く、次いで「訪問系在宅サービスの充実」

となっている。元気高齢者は「訪問系在宅サービスの充実」が最も多く、次いで「短期入所などの一時的入所サ

ービスの充実」が多くなっている。 

 

 

66.4

56.8

52.1

34

40.5

44.4

35.1

20.8

30.9

15.4

0

1.9

0 20 40 60 80

必要なときにショートステイや宿泊サービスが利用できること

自宅に医師が訪問して診療してくれること  

通所サービスを必要なときに利用できること  

金額を気にせずに、サービスを受けられること

通院などの際、送迎サービスを受けられること                  

介護をしてくれる家族がいること          

夜間や休日にも、自宅でサービスを受けられること  

配食サービスが受けられること            

緊急時などに必要な見守りを受けられること

自宅を改修するための資金提供を受けられること                

その他              

無回答            

（％）

31.2

34.9

24.3

46.2

40.8

32.5

41.4

31.2

24.7

12.3

21.9

26

9.9

11.3

10.3

8.2

13

6.8

20.2

1.4

5.1

23.2

33.2

18.9

46.7

46.3

29.3

47.1

32

24.7

13.9

15.8

16.6

6.6

5.8

14.7

6.9

8.1

4.6

16.2

1.2

7.3

0 10 20 30 40 50

大規模で常時介護に対応できる施設の整備

小規模で常時介護できる施設の整備

介護を受けながら生活できる施設や共同住宅の整備

訪問系在宅サービスの充実

通所系在宅サービスの充実

24時間対応の在宅サービスの充実

短期入所などの一時的入所サービスの充実

福祉用具貸与・住宅改修の充実  

認知症の人が利用できるサービスの充実    

介護に関する相談や介護者教室の充実      

介護予防事業の充実          

外出支援

生活支援       

健康づくりのための教室、健康相談の充実  

健康診断や歯科検診などの充実            

隣近所の助け合い等の育成や活動への助成      

生きがいづくりの場や働ける場の整備                

交流事業や高齢者の知識や経験を伝える場づくり        

専門医療機関の充実                

その他              

特にない・わからない

元気高齢者（280） 認定者（246）

（％）



２４ 利用している介護保険サービスの満足度【サービスを利用している認定者のみ】 

・「満足している」、「どちらかと言えば満足している」を合わせると 8 割以上となっている。 

 

２５ 介護保険サービスを利用したことによる心身の状態の変化 

【24 で介護保険サービスに満足していると回答した認定者のみ】 

・「よくなった」、「どちらかと言えばよくなった」を併せると６割以上となっている。 

 

２６ （利用している介護保険サービスに満足されていない方のみ）不満な点 

                 【24 で介護保険サービスに満足していないと回答した認定者のみ】 

・「利用できる回数や日数が少ない」「利用料金が高い」が 4 割以上で最も多く、次いで「その他」となっている。 

 

 

満足している        

40.3

どちらかと言えば

満足している            

45

どちらかと言えば

満足していない          

5.2

満足していない      

3.7

無回答            

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

認定者（259）

満足している        

40.3

どちらかと言えば

満足している            

45

どちらかと言えば

満足していない          

5.2

満足していない      

3.7

無回答            

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

認定者（259）

41.2

5.9

11.8

5.9

17.6

17.6

41.2

5.9

23.5

11.8

0 10 20 30 40 50

利用できる回数や日数が少ない            

予約が一杯で、希望する日時に利用できない  

利用している事業所が、希望する日や時間帯に利用できない

事業所職員や担当者の接し方が悪い        

サービス提供者の技術・熟練度が低い      

事前の説明が不十分で、予想していたサービス内容と違った      

利用料金が高い      

プライバシーや個人の尊厳への配慮が足りない                  

その他              

無回答            

（％）



２７ 介護保険のサービスと保険料の関係に対する考え方 

・認定者、元気高齢者ともに「保険料が引き上げられてもやむを得ない」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険料引き上げも

やむを得ない

36.6

35.5

介護サービスが削減

もやむを得ない

15.1

15.4

公費負担や

現役世代の負担増

20.9

20.1

わからない

18.8

20.5

無回答

8.6

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

元気高齢者

（292）

認定者

（259）



認知症高齢者の実態等について 

２８ 認知症高齢者の日常生活自立度【認定者のみ】 

・「自立」、「Ⅰ」併せて 4 割を超えとなっている。Ⅲ以上（介護要する方）が 1 割を超えている。 

 

〈認知症高齢者の日常生活自立度の判定基準〉 

ランク 判断基準 見られる症状・行動の例 

Ⅰ 
何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自

立している。 
 

Ⅱ 
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが多

少見られても、誰かが注意していれば自立できる。 
 

 
Ⅱa 家庭外で上記Ⅱの状態が見られる。 

たびたび道に迷うとか、買い物や事務、金銭管理などそ

れまでできたことにミスが目立つ等 

 
Ⅱb 家庭内で上記Ⅱの状態が見られる。 

服薬管理ができない、電話の対応や訪問者との対応など

一人で留守番ができない等 

Ⅲ 
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが見

られ、介護を必要とする。 
着替え、食事、排尿・排便が上手にできない・時間がか

かる、やたらにものを口に入れる、物を拾い集める、俳

諧、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、不潔行為、

性的異常行為等 

 Ⅲa 日中を中心として上記Ⅲの状態が見られる。 

 Ⅲb 夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られる。 

Ⅳ 
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻

繁に見られ、常に介護を必要とする。 
ランクⅢに同じ。 

Ｍ 
著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門

医療を必要とする。 

せん妄、妄想、興奮、自称・互い等の精神症状や精神症

状に起因する問題行動が継続する状態等 

２９ 認知症という病気の認知 

 「よく知っている」「ある程度知っている」が 8 割弱である。また「ほとんど知らない」「全く知らない」を合

わせると 1 割を超えている。 

 

 

自立                

20.1

Ⅰ                  

22.8

Ⅱａ                

8.5

Ⅱｂ                

36.3

Ⅲａ                

10.4

Ⅲｂ                

0.8

Ⅳ                  

1.2

Ｍ                  

0

無回答            

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

認定者（259）

よく知っている      

15.8

ある程度知っている  

63.7

ほとんど知らない    

12.3

全く知らない 

3.1

無回答 

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

元気高齢者（292）



３０ 身近の方に認知症の疑いがあるときの相談先（元気高齢者） 

 「家族・親戚」が最も多く、次いで「かかりつけの医師」が多い。どちらも 5 割を超えている。 

 

３１ 認知症の方が安心して暮らしていくための施策の希望（複数回答） 

・認定者・元気高齢者ともに「認知症の受診・治療ができる病院・診療所の充実」が最も多い。 

 

 

57.5

9.2

8.6

53.1

12.7

26

11.3

21.6

0.7

7.9

5.1

1.4

2.1

0.7

3.4

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族・親戚          

友人・知人          

民生委員            

かかりつけの医師    

ケアマネジャー      

市町村の保健師      

精神科医療機関      

地域包括支援センター

保健所（県）の保健師

認知症疾患医療センター

介護サービス事業所  

認知症の家族会等ボラン…

認知症コールセンター

その他              

特に相談はしない    

無回答            

41.1

57.5

36

42.8

34.6

4.8

3.4

12.3

16.8

27.7

17.1

2.1

7.5

35.5

55.2

35.5

47.1

40.9

5.8

4.2

15.4

15.1

25.1

10

2.7

13.1

0 20 40 60 80

専門相談窓口        

認知症の受診・治療ができる病院・診療所  

緊急時に対応できる病院・診療所、施設    

入所できる施設の充実

認知症の人が利用できる在宅サービス      

認知症家族の会等の充実                  

成年後見制度等の権利擁護                

徘徊高齢者見守りネットワーク            

認知症の講習会や予防教室等              

認知症の正しい知識と理解をもった地域づくり                  

認知症の人や家族、支援者が集える場所      

その他              

無回答            

元気高齢者（280） 認定者（246）

（％）



３２ 認知症について関心のあること （元気高齢者） 

・「認知症の予防」に関心があるが最も多く 7 割を超えている。次いで「認知症の介護の仕方」が約 5 割いる。 

 

 

３３ 認知症サポーター養成講座への参加意向 

・参加したいと思う方（「ぜひ参加したい」＋「近くであれば参加したい」）が 4.5 割を超えている。「参加した

いと思わない方」が 3.5 割を超えている。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.7

31.5

71.6

14

1

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

認知症の介護の仕方  

認知症の医学的な情報

認知症の予防        

認知症の人や家族を支えるボランティア活動

その他              

無回答            

よく知っている      

15.8

ある程度知っている  

63.7

ほとんど知らない    

12.3

全く知らない 

3.1

無回答 

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

元気高齢者（292）



 

 

 

 

 

 

 

 

2 高森町の介護保険事業の統計

第１号被保険者数の推移 （人）

平成12年度 平成15年度 平成18年度 平成21年度 平成24年度
年度末 年度末 年度末 年度末 年度末

65歳以上７５歳未満 1,585 1,546 1,576 1,639 1,656
７５歳以上 1,433 1,640 1,815 1,917 2,060

合計 3,018 3,186 3,391 3,556 3,716

認定者数の推移 （人）

平成12年度 平成15年度 平成18年度 平成21年度 平成24年度
年度末 年度末 年度末 年度末 年度末

要支援１ 32 26 35
要支援２ 63 48 53
要介護1 106 185 91 94 92
要介護2 91 97 91 97 74
要介護3 61 68 62 85 82
要介護4 66 62 87 79 90
要介護5 59 83 78 83 89

合計 418 541 504 512 515

保険給付費の推移 (円）

平成12年度 平成15年度 平成18年度 平成21年度 平成24年度
（年間） （年間） （年間） （年間） （年間）

保険サービス等諸費 404,172,546 660,350,743 807,738,151 868,433,206 966,390,280
予防サービス等諸費 9,002,632 7,941,799 25,482,105 35,816,627 28,598,533

高額介護サービス等費 874,940 2,806,614 10,664,533 12,469,428 14,601,251
高額介護合算

介護サービス等費
1,256,154 1,911,541

特定入所者
介護サービス等費費

23,522,180 24,207,270 26,337,710

審査支払手数料 1,174,128 1,155,360 1,428,765 1,211,775 997,860
合計 415,224,246 672,254,516 868,835,734 943,394,460 1,038,837,175

その他
平成12年度 平成15年度 平成18年度 平成21年度 平成24年度

第１号被保険者認定率（％） 13.4 16.3 14.9 14.0 13.46
第１号被保険者

一人当たりの給付月額（円）
19,845 21,191 22,313

サービス受給者
一人当たりの給付月額（円）

141,728 151,187 168,385

高齢化率（％） 23.4 24.9 26.3 27.2 28.4

＊介護保険事業年報（長野県発行による）
*高齢化率は郡市勢要覧（毎月人口異動調査10月1日現在）
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3 介護保険給付と地域支援事業の負担割合

平成30年度～令和８年度 （単位：％）

県 町
診療報酬支払
基金交付金

負担
金

調整交
付金

負担金
一般会計
繰入金

第２号被保険
者保険料

施設サービス分 15 5 17.5 12.5 27 23 100

その他分 20 5 12.5 12.5 27 23 100

日常生活支援総合事業分 20 5 12.5 12.5 27 23 100

包括的支援事業分・任意事業分 38.5 19.25 19.25 23 100
地域支援事業

国 第１号被
保険者保

険料
計

介護保険給付費



 

４ 高森町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定経過 

（１）介護保険事業計画等策定委員会の経過 

 〇 第 1回高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定委員（令和５年 10月 10日） 

  ・委員会について 

・策定委員会の今後の進め方 

  ・高齢者福祉・介護保険制度の状況 

  ・高齢者生活・介護に関する実態調査結果概要 

   

 〇 第２回高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定委員（令和５年 11月 10日） 

  ・介護保険事業の成果指標について 

・介護保険事業の将来予測 

  ・町の介護施設基盤について 

  ・町の独自施策について 

 

 〇 第３回介護保険事業計画等策定委員会（令和５年 12月 19日） 

 ・高齢者の健康の現状と課題について 

 ・介護予防について 

  ・これから重点的に取り組むべきこと 

 

 〇 第４回介護保険事業計画等策定委員会（令和６年１月 17日） 

 ・介護保険給付と介護保険料について 

 ・介護保険制度令和６年度からの制度改正について 

  ・高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の素案について 

  ・パブリックコメントについて 

 

 〇 第５回介護保険事業計画等策定委員会（令和６年２月 28日） 

・介護保険料について 

 ・安心介護支援金について 

  ・人口予測について 

  ・パブリックコメントについて 

・高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の案について 

 

〇 高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画（案）を町長に提出（令和６年３月５日） 

  

 

 

 

 

 

 



 

（２）パブリックコメントの経過 

 〇 パブリックコメントの募集内容 

   高森町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画（案）への意見募集 

 

〇 受付募集期間 

   令和６年１月 23日～令和６年２月 22日 

 

 〇 計画案公開場所 

・高森町公式ホームページ 

・高森町役場健康福祉課高齢者係 

  ・高森町役場山吹支所  

  ・高森町ボランティアセンター   

 

 〇 提出人数及び意見数 提出人数４人  意見数 12件 

  

〇 提出された意見に対する回答 

  高森町公式ホームページにて公表 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　高森町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画策定委員名簿

所属 名前 備考

高森町社会福祉協議会 事務局長 橋都　松夫 会長

高森町民生児童委員会 高齢者部会長 大洞　千恵子 副会長

高森町生活支援コーディネータ- 木村　良明

あさぎりの郷 　施設長代理 中島　一人

医療法人円会　介護保険事業部長 中　謙二

下伊那厚生病院　地域ケア科兼医療社会事業科 下田　真

認定NPO法人びすけっと　理事長 原　紀美子

医療法人ゆりかご　副理事長 山田　思鶴

高森町老人クラブ連合会　会長 松村　一

高森町健康センターあさぎり　所長　 渡辺　雄太

高森ささえあいネットワーク（協議体）　 福沢　千惠子

地域ボランティア（新田） 大洞　せい

介護経験者 堀竹　勝

介護経験者 滝沢　豊子

飯田短期大学  准教授 細田　せい子



   

   高森町高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定委員会設置要網 

（設置） 

第１条  高森町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画を策定するため高森町高齢者福祉計画・介護保

険事業計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所管事項） 

第２条  委員会は、次に掲げる事項を行い、その結果を町長に報告する。 

 （１）高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定に関すること。 

 （２）前号に掲げるもののほか、町長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条  委員会は、15 名以内の委員をもって構成する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから町長が委嘱する。 

 （１）高齢者福祉・介護に関わっている団体、事業所に所属する者 

 （２）地域ボランティアに関わっている者 

 （３）高齢者の社会教育に関わっている者 

 （４）高齢者福祉を受ける者、介護等経験のある者 

 （５）有識者 

３ 委員会に町長が委嘱するアドバイザーを置くことができる。 

（任期） 

第４条  委員の任期は、委嘱の日から令和６年 3 月 31 日までとする。 

２ 委員に欠員が生じた時は、補選することができる。この場合の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長等） 

第 5 条 委員会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを選出する。 

２ 会長は委員会を代表し、会務を総括する。 

３ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。 

（会議） 

第６条 会議は会長が召集する。議長は会長または会長が指名する委員が務める。 

２ 委員会は過半数が出席しなければ会議を開くことができない。  

３ 会議は、委員のほかに必要に応じて関係者の出席を求めることができる。 

（事務局）  

第７条 委員会の事務局は健康福祉課に置く。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附則 

（施行期日） 

１ この要網は、令和５年 9 月 12 日から施行する。 

 

 


